
　

　ホタルを飼育する上で一番苦労することは「エサの確保」なんで
すよ、と森田理事長は話します。ホタルのエサとなるカワニナは、
札幌近郊の川で採集し、ホタルと並行して飼育していきます。ホタル
よりもデリケートな生き物のため、飼育には細心の注意が必要です。
　こうして手塩をかけて大切に育てたホタルの幼虫を、平岡小学校
飼育委員会の児童らと一緒にホタル池に放流。７月中旬、立派な成
虫となったホタルは夜空を飛び回ります。

　平岡小学校には、区内の学校で唯一の「ビオトープ（野生生物の
生息空間）」があります。
　同校は平成 12年からホタルの飼育に取り組み、子どもたちは、
いつかこのビオトープで飛び交うホタルを見たいと話し合っていま
した。そこで、ホタルの会がホタルの生育しやすい環境づくりをサ
ポート。平成 17年には念願の観賞会が開催され、ホタルの会は子
どもたちの笑顔と感動のためにサポートを続けています。
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